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Effects of implant abutments on load
distribution to the abutment tooth and
residual ridge in implant-supported removable
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Ｍ－imp，MD－imp の場合に比較して no－imp，Ｄ－imp の場合の方が大きくなった。no－imp の場合を
除く支台インプラントに加わる荷重量については，MD－impの場合の近心インプラントに加わる荷重
量が最小となり，Ｄ－ imp の場合の遠心インプラントに加わる荷重量が最大となった。義歯床下粘膜
に加わる荷重量は，no－imp とＭ－imp の場合では義歯への負荷が大きくなるにつれて増加したが，Ｄ
－impの場合では増加量はわずかであり，MD－impの場合ではほぼ一定であった。
以上の結果から，Ｉ－ RPODの支台インプラントは，遊離端欠損部の遠心側に埋入すると義歯床下
粘膜に加わる荷重を減少させ，近心側に埋入すると直接支台歯に加わる荷重量を減少させる効果があ
ることが示された。これらの知見は，Ｉ－ RPODを生体に適用する際の義歯床下粘膜と直接支台歯に
加わる荷重量を調節するための指針となり，今後の欠損補綴治療に大いに寄与するものと期待される
ことから，本論文が博士（歯学）の学位に相応しい論文であると判断する。
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